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概  要 

 

金属酸化物を層状に剥離するか，もしくは，層状に成長させ，丸め込むことによりナノチューブ構造

を発現させる基礎研究を行っています．ナノチューブ構造の特徴は，大きな比表面積を持ち，かつ，

ナノチューブ内に金属イオンを取り込ませたり，一次元ナノワイヤーを成長させることができます．こ

のような特徴が二次電池の電極材料に応用できないかという視点に立ち，研究を進めています．二

次電池としては元素として地球上に豊富に存在する Na を用いたアトリウムイオン二次電池をター

ゲットにしています． 
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